
2

リハニュースNo.31  2006.10.15 発行  第 3 種郵便物認可

の改定に関する現時点での本医学会の
見解の資料を手渡し、引き続き学会と
して建設的な意見書を提出する予定で
あることを伝えました。中央社会保険
医療協議会では、表 1のような診療報
酬改定に係る特別調査の実施を計画し
ており、その結果も参考にしながら今
後の対応を検討する予定です。
2）内保連・外保連に対する働きかけ：
前社保担当理事であった石田 暉理事
は内保連の副代表に選出され、またリ
ハ関連委員会委員長の任務を継続する
ことになっており、平成 20 年の診療
報酬改定に向けて適切な連携を当委員
会と持つ予定です。また外保連におい
ては、従来の試案にリハ領域の項目と
して運動療法や牽引および物理療法な
どがあるのみであったので、理学療法・
作業療法・言語聴覚療法・リハ処方・
リハカンファレンス・摂食嚥下機能療
法などの項目を盛り込み、外保連を通
じてのリハ関連の希望書を申請し易く
する改定の審議を継続中です。昨年採
用されなかった項目については、平成
19 年度に向けて外保連を通じて希望
書を提出いたしました。また当医学会
が官報告示されることを希望し診療報
酬表に収載された項目（動作分析検査
など）で、正しい解釈が周知されてい
ない内容に関しては、課長通達が出さ
れるように要望していきます。
3）リハ関連 5団体との連携：わが
国においてリハ医療に関わる代表的な

団体である日本リハ医学会・日本リハ
病院施設協会・日本理学療法士協会・
日本作業療法士協会・日本言語聴覚士
協会は、リハ医療関連 5団体協議会（仮
称）を組織し、その役員は定期的に会
合を持ち医療保険や介護保険を含むさ
まざまな政策提言をまとめ、積極的に
関係機関に働きかけることを申し合わ
せています。既に国に疑義解釈を求め
る項目を確認し、今後は診療報酬改定
の影響について各団体が調査した結果
の情報を共有し問題点と行動計画を検
討する予定です。
4）診療報酬改定に関するアンケー
ト調査：評議員およびリハ科専門医を
対象に調査を行い、9月 11 日現在で
57％の回収率でした。回答者の勤務す

る医療機関の昨年度の理学療法施設基
準毎に、平成 18 年 8月現在の各疾患
別リハ基準の取得状況を表 2‒1に示し
ました。また厚生労働省施設基準届出
医療機関数調べを参考に表 2‒1 から推
計した実数値を表 2‒2に示しました。
昨年度総合リハ施設基準を取得してい
た一部の医療機関で、脳血管疾患等リ
ハ（Ⅰ）が取得できていないことがわ
かります。また昨年度理学療法Ⅱの基
準を取得していた医療機関の約 9割で
運動器リハ（Ⅰ）の施設基準を取得で
きているようです。また心大血管リハ
の施設基準は他の疾患別基準に比べて
普及していないことが伺えます。アン
ケート結果の詳細な内容は、後日の学
会誌「リハ医学」の委員会報告でお知
らせする予定です。
5）リハ医学会の他委員会との連携：
診療ガイドライン委員会と共同で、2
つの策定委員会を設立いたしました。
1つは臨床研究・調査のためのガイド
ライン策定委員会です。次回のリハ医
学会学術集会に発表される研究におい
てガイドラインに沿って作成されるこ
とが望ましいとする内容をこの委員会
で検討する予定です。これに沿ってデ
ータ収集ができれば、リハ医学会とし
て多数例のデータを使用してエビデン
スを示し、厚生労働省が各学会に対し
て行う診療報酬に関するヒアリングで
提示いたします。もう 1つはリハ連携
パス策定委員会です。今回の診療報酬
改定において診療連携パスの対象疾患
として大腿骨頸部骨折が採用されまし

■表 1　平成 18 年度診療報酬改定の結果検証に係る特別調査の実施について（案）
（平成 18年 8月 9日中医協資料）

リハビリテーション実施保険医療機関における患者状況調査 ( 案 )

調査概要

「心大血管疾患リハビリテーション料 ｣「脳血管疾患等リハビリテーショ
ン料」「運動器リハビリテーション料」「呼吸器リハビリテーション料」
のいずれかを算定している保険医療機関に対し、算定患者に係るリハビ
リテーションの実施期間等の状況の調査を行う。

調査項目

（各疾患別リハビリテーション毎に以下の項目を調査）
・リハビリテーション実施患者数
・算定実施上限に達した患者数
・上記のうち、除外疾患に該当しリハビリテーションを継続した患者数
・上記のうち、リハビリーションを終了した患者について、その後の治
療内容（介護保険で対応、リハビリ終了等）

調査客体

「心大血管疾患リハビリテーション料 ｣「脳血管疾患等リハビリテーショ
ン料」「運動器リハビリテーション料」「呼吸器リハビリテーション料」
のいずれかを算定している保険医療機関の中から抽出した病院及び診療
所（抽出方法及び客体数は検討委員会で決定）

調査スケ
ジュール

平成 18 年  9 月　調査設計、調査票等の検討、調査客体の選定
　　　　   10 月～調査実施
平成 19 年  1 月　調査票回収、集計
　　　　       2 月　調査結果報告

■表 2‒1　平成 18 年 8月時点の各疾患別リハにおける基準区分の届け出割合

理学療法
平成 18 年
3月

脳血管疾患等
リハ（%）

運動器リハ
（%）

呼吸器リハ
（%）

心大血管リハ
（%）

I II I II I II Ⅰ Ⅱ
I 97 3 99 1 75 3 15 6

II 39 61 87 7 61 7 11 11

III 0 50 25 75 0 0 0 0

■表 2‒2　平成 18 年 8月時点の各疾患別リハにおける基準区分の届け出数の推計値

理学療法
平成 17 年

脳血管疾患等
リハ ( 件数 )

運動器リハ
( 件数 )

呼吸器リハ
( 件数 )

心大血管リハ
( 件数 )

I II I II I II Ⅰ Ⅱ

I 986 31 1,007 10 763 31 153 61

II 1,633 2,553 3,642 293 2,553 293 460 460

III 0 776 389 1,166 0 0 0 0
合計 2,619 3,360 5,038 1,469 3,316 324 613 521

　 「厚生労働省施設基準届出医療機関数調べ」参照




